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＜パートナーシップ＞
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三側面
（分野に☑）

ボランティア活動参加を行ってきたが、業務の進捗状況等
により参加人数目標未達成となった。
企業版ふるさと納税により、地方創生事業に寄与すること
ができた。

・ボランティア活動参加人数：18人
・企業版ふるさと納税：
　毎年1市町村以上達成

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年度：15.333CO₂
2023年度：15.244CO₂

災害・定期的なボランティア活動参加
企業版ふるさと納税により、地方創生事業に寄与

・ボランティア活動参加人数：
　2024年までに30人
・企業版ふるさと納税：
　毎年1市町村以上経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

2024年までに導入を進める

順次低炭素車の導入を進めており、目標を達成すること
ができた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

夏季27°　冬季23℃設定し
2024年までに毎年ＣＯ₂の10％削減
を図る

前期の指標に対する実績

冷暖房の適正温度を設定し、ＣＯ₂を低減

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

適正温度を設定しＣＯ₂低減を図ってきたが、異常気象に
よる使用量増加に伴い目標未達成となった。

国や県などの行政や企業に信頼される会社を目指すとともに、会社内部においても、従業員一人ひとりの状況
に応じて、働きやすい職場環境の整備を図ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

4台導入

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

社有車に低炭素車を導入

社会

経済

環境

災害・定期的なボランティア活動参加
企業版ふるさと納税により、地方創生事業に寄与

・ボランティア活動参加人数：
　2027年までに30人
・企業版ふるさと納税：
　毎年1市町村以上

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

社有車に低炭素車を導入
・低炭素車保有台数：
　2024年 4台→2027年 6台

社会

経済

環境
冷暖房の適正温度を設定（夏季27℃・冬季23℃）し、CO₂
排出量を削減

・CO₂排出量：毎年10％削減

事業者名 カンセイコンサルタント株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

【環整（環境整備）・歓誠（歓んで誠意を尽くす）・完成（業務完成】の社内目標を掲げ、安全安心な社会資本整備
に取り組むとともに、熊本で活躍する人材を育成し、誠意と熱意をもって上質な成果を提供することで、ＳＤＧｓ
達成に向けて貢献していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


